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論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 



様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 復興都市の異音 

―沖縄占領下、「流動する生活圏」― 

 学位申請者 謝花 直美 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 杉原  達 

  副査 大阪大学教授     北原  恵  

  副査 大阪大学准教授 北村  毅 

【論文内容の要旨】 

本論文は、沖縄戦から 1953 年頃に至る那覇市とその近隣地域を対象に、復興過程の中に現れた占領のポリティ

クスについて、各種文書や聞き取りなどの諸資料を総合的にふまえながら考察するものである。序章では、広範な

先行研究の渉猟に基づき理論的な検討を通じて獲得した「流動する生活圏」という概念を手がかりとして、複数の

主体間に見られる不均衡な関係の具体的分析をすすめて課題に向き合うという立場を明確にする。 

 第 1 章では、縫製業や家内工業の範疇で捉えられてきた女性と縫製の関係を、社会福祉や授産事業としての側

面にも留意しつつミシンというモノを媒介とする「ミシン業」という横断的な領域から捉える。本部半島の「戦争

未亡人」たちの那覇市への移動や、同郷出身者を呼び寄せる「ヒキヒキー」という繋がりに着目し、沖縄で初めて

成立した既製品市場である新天地市場が、軍用地接収の暴力から女性たちが生き延びるために形成した「流動す

る生活圏」に基づいて生まれたことを示す。 

第 2章では、那覇市垣花の人々が、生存をかけて軍作業に従事し「流動する生活圏」の中で生き延びることによ

って個々の復興をめざしたことを論じる。具志川村金武湾区と那覇港作業隊の「みなと村」が、垣花の人々の「流

動する生活圏」として形成されていく過程をみるとともに、その流れに取り残された女性や高齢者の存在を指摘

する。さらに垣花の人々にとっての復興の推進が、真和志村の人々の復興の夢を閉ざすという矛盾を剔抉し、復興

が、米軍や沖縄の指導層と生活圏との非対称的な権力関係の中で展開せざるを得なかった内実を示す。 

第 3章では、軍用地に故郷を奪われた人々や就労を求める人々が形成する個々の「流動する生活圏」が、真和志

村民の復興を閉ざしてしまう過程を、より具体的に論じる。那覇市の復興が優先された結果、真和志村域は縮小を

強いられ、村民による農村復興の希望は挫かれていく。那覇市と真和志村の合併が遅れた背景には、戦前からの村

民の「生活圏」と戦後に形成された「流動する生活圏」との間に、復興をめぐる摩擦があったことが指摘される。 

第 4 章では、1953 年に琉球大学で行われた沖縄及び奄美出身学生 4人への退学処分（琉大事件）の歴史的意味

を問う。大学という場を自律的な生存を求める場として捉え直し、平和運動や復帰運動に託す形で自己主張した

彼らに対して、米軍は「アカ」として排除し、この指弾が拡大していくことで、学生の決起の意味、固有性が簒奪

されていった過程を丁寧な聞き取りを通じて検証する。本件は現在でも、島ぐるみ闘争に接続する第二次琉大事



件（1956 年）の前段として位置づけられるにとどまっているが、本章は当該事件の有した独自な歴史的位置を浮

き彫りにしており、研究史における認識の転換を鋭く促している。 

第 5章は、米琉親善事業と「シーツ善政」による、心の動員に現れるポリティクスを取り上げる。前者は海軍提

督ペルリ来琉 100 年にあわせた事業であり、後者は占領下の軍政長官の名前を冠した時代への名付けとして、時

代を縦断する形で沖縄に直接に関わった米軍の象徴である。両者は、ともに占領への協力と理解を求め、その暴力

性への思考を阻むものとして立ち現れた。関連事業の分析から、復興への多義的な姿勢を映し出す人々の営為を

掘り起こし、抵抗の水脈とは必ずしもいえない主体のあり方の複数性を照らし出した。 

 終章では、本論文の成果を概括するとともに、今後の課題を整理した。 

【論文審査の結果の要旨】 

 以上の内容をもつ本論文の特徴の第一は、いわゆる沖縄研究の分野のみならず広く歴史・文化研究に目を広げ、 

ガヤトリ・スピヴァク、喜安朗、梶村秀樹らの先行研究をふまえて考案した「流動する生活圏」という概念を活用

して分析を展開し、戦後沖縄史研究に対して新たな知見を提示した点である。人々の直接的繋がりの中で形成さ

れた生活圏が、占領下で移動を余儀なくされ、構成員や力関係に変容が生じつつ可変的に流動する過程で、生存の

拠り所となる一方で他の生活圏との矛盾の中におかれるという点に着目し、人々の生活の諸側面を立体的に描き

出したところに本論文のオリジナリティがみられる。そこから、弾圧と抵抗という二分法では接近できない、生活

の中から生まれるつぶやきのような異音を復興過程の中に見出していく手法は斬新である。 

特徴の第二として、徹底的な資料収集に基づいた詳細な記述があげられる。新聞記事の渉猟、関係公文書の発掘

に加えて、広範な関係者からの聞き取りを蓄積し、それらを行論の各所に配置した分析の展開は、文字及びオーラ

ルの資料を総合したもので圧巻ともいえる内容を有している。とりわけ女性からの聞き取りを介して、占領によ

って生存の幅を狭められた彼女たちの生活世界における独自の復興過程が浮き彫りにされた点は特筆すべきであ

る。 

 とはいえ、いくつかの問題点も存在している。まず本論文では復興の起点を沖縄戦に求めているが、より長期的

スパンを考慮し、1920 年代のソテツ地獄から説き起こすことによって、問題点がより重層的に浮かび上がること

が予想され検討が必要である。また性暴力のあり方を、当事者に即してさらに具体的な場と関係性の中で論じる

ことが求められる。さらに本論文で提起した「流動する生活圏」という概念は、本研究を越えて普遍的な適用が可

能かどうか、それはどのような条件のもとにおいてなのか、といった理論的検討も残されている。しかしこれらの

点は、いずれも今後の課題であり、一層の研究によって克服が期待できるものである。よって、本論文を博士（文

学）の学位にふさわしいものと認定する。 


